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書名 飛鳥｜藤原
著者名

石川直樹／著
出版社

夕書房
ISBN

978-4-909179-12-8
本体価格

\5,000
発売

2025/3/3

内容 奈良県の中央部に広がる飛鳥・藤原地域は、6世紀末〜８世紀初めの約100年間、飛鳥京と藤原京という２つの宮都が存在し、国づく
りの礎が築かれた地です。
写真家・石川直樹は、５年間にわたってこの地をたびたび訪れ、ときには山の奥深くへと分け入りながら、古代の人びとの息遣いに耳
を澄まし、現代まで続く営みの深部に迫るべく、撮影を繰り返してきました。

書名 国宝　美の三都物語
著者名

朝日新聞出版
出版社

朝日新聞出版
ISBN

978-4-02-252040-1
本体価格

\1,760
発売

2025/3/7

内容 この春は、関西方面の「美の三都物語」に大注目。国宝１１４４点のうち、なんと約２６０点が、大阪・京都・奈良に一挙大集結するというの
だ!!　仏像、日本絵画、工芸品、書跡、古文書など、教科書で見たことがあるものから、滅多にお目にかかれないもの、初公開のものまで、
息をのむような至宝が、凛然と麗しく、威風堂々と、私たちの前に現れる。これを見逃したら次はいつになるか分からない、またとない幸運。
出品作品の見どころを、誰でもわかるように解説していく、オールカラー９６ページの初心者向け「保存版ガイド本」。

書名 近江の古代寺院と造営氏族
著者名

小笠原 好彦／著
出版社

サンライズ出版
ISBN

978-4-88325-844-4
本体価格

\2,700
発売

2025/3/18

内容 大津宮などの宮都が営まれた近江。飛鳥時代の穴太廃寺・衣川廃寺・柿田廃寺、白鳳時代の崇福寺・南滋賀町廃寺などは、誰が何
のために営んだのか。それらの遺構・瓦類などの発掘成果と『日本書紀』などの文献から検証し、在来・渡来系の有力氏族が営んだ
の古代寺院の実像に迫る。

書名 むかしのくらし図鑑
著者名

イラスト：金斗鉉　監修：大石学、小嶋圭
出版社

Ｇａｋｋｅｎ
ISBN

978-4-05-204789-3
本体価格

\2,400
発売

2025/3/21

内容 しかけをめくると、縄文時代から明治時代までの暮らしが楽しく学べる。その時代の衣服や食事、建物、文化、出来事などが絵がわり
でわかる。図鑑ページには資料が満載。大正、昭和、平成の写真も紹介している。初めて歴史に出会える絵本図鑑。

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034714325&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034712086&Action_id=121&Sza_id=G4&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034718941&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034717556&Action_id=121&Sza_id=B0&refHpStenhnbCode=0296
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書名 奈良・平安彫刻の文化史的研究
著者名

井上 一稔／著
出版社

法藏館
ISBN

978-4-8318-6334-8
本体価格

\22,000
発売

2025/3/21

内容 仏教思想が生み出した結晶、仏像。奈良時代後半から平安時代初期にかけての仏像彫刻を、美術史的な位置づけを通して、それぞ
れの仏像が生み出された思想的・歴史的背景を明らかにする。口絵１６頁・図版３３０点余。

書名 悩める大人に贈る万葉集
著者名

三宅 香帆／著
出版社

亜紀書房
ISBN

978-4-7505-1872-5
本体価格

\1,800
発売

2025/3/22

内容 1300年前、奈良時代の人々は、誰かに伝えたい想いを、自由な発想とひらめきを詰め込んで歌にした。そこには、現代を生きる私た
ちと変わらない「悩み」や「喜び」があった——京都大学の博士課程で万葉集を研究していた人気作家が、和歌に詰まった言葉の技術
を縦横無尽に解き明かす。古典が苦手な人も一気読み！ スリリングな読書体験を届ける「新しい古典のバイブル」。

書名 20のテーマでよみとく日本建築史
著者名

海野　聡／著
出版社

吉川弘文館
ISBN

978-4-642-08474-1
本体価格

\2,200
発売

2025/3/26

内容 建築史は、現存しないものも含め過去の建物すべてを対象に、様式や技術だけでなく、町並みや生活空間までも探究する。この幅広
く奥深い学問の面白さを伝えるべく、分かりやすいコラム形式で解説。法隆寺五重塔や中世の仏堂、江戸時代の遊郭・見世物小屋、
近代の温泉旅館や厠のほか、中国・朝鮮まで視野を広げ、多様なテーマから建築の魅力に迫る。

書名 古都の撮り方、歩き方。
著者名

写真：原田寛
出版社

日本写真企画
ISBN

978-4-86562-202-7
本体価格

\1,800
発売

2025/3/31

内容 古都（京都、奈良、鎌倉）の写真の撮り方

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034717808&Action_id=121&Sza_id=F2&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034718765&Action_id=121&Sza_id=B0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034719301&Action_id=121&Sza_id=B0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034720831&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296



